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住
友
の
事
業
は
1
5
9
0
年（
天
正
18
年
）に
京
都
で
始
ま
っ
た
銅
製

錬
で
あ
り
、そ
の
事
業
を
今
日
に
引
き
継
い
で
い
る
の
が
住
友
金
属
鉱
山

株
式
会
社
で
す
。1
6
9
1
年（
元
禄
４
年
）に
開
坑
し
た
愛
媛
県
新
居

浜
市
の
別
子
銅
山
も
当
社
が
引
き
継
い
だ
鉱
山
で
し
た
。今
、東
予
工
場

で
あ
か
が
ね
を
吹
く
自
溶
炉
の
火
は
、先
代
の
四
阪
島
に
あ
っ
た
製
錬
所

か
ら
引
き
継
が
れ
た
火
で
あ
る
と
い
う
記
録
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

恐
ら
く
四
阪
島
の
火
も
そ
れ
以
前
の
製
錬
所
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
た
も

の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
会
社
人
生
に
お
け
る
銅
事
業
と
の
関
係
は
上
流
の
鉱
山
事
業
が

中
心
で
し
た
。1
9
9
0
年
1
月
に
、米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
モ
レ
ン
シ
ー
銅

鉱
山
に
赴
任
、2
年
余
り
勤
務
し
ま
し
た
。当
時
で
も
操
業
1
0
0
年
に

な
ら
ん
と
す
る
北
米
有
数
の
露
天
掘
り
鉱
山
で
し
た
が
、そ
の
後
ま
っ
た
く

衰
え
る
こ
と
な
く
、今
日
で
も
世
界
有
数
の
規
模
と
資
源
量
を
誇
って
い
ま

す
。今
年
の
5
月
に
G
W
期
間
を
利
用
し
て
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。31

年
経
っ
た
モ
レ
ン
シ
ー
は
、よ
り
大
き
く
、そ
の
将
来
性
も
さ
ら
に
有
望
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
の
権
益
獲
得
を
意
思
決
定
し
た
諸
先
輩
方
の

先
見
の
明
に
、改
め
て
敬
意
と
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
の
5
月
か
ら
約
1
年
間
、当
時
チ
リ
で
開
発
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
シ
エ
ラ
ゴ
ル
ダ
銅
鉱
山
の
進
捗
管
理
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。そ

れ
ま
で
に
関
与
し
た
ニッ
ケ
ル
開
発
事
業
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
な
開

発
規
模
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
な
ん
と
か
円
滑
に
進
め
よ
う
と
、情
報
収
集・分
析
の
た
め
に
何
回
も
現

地
を
往
復
し
ま
し
た
。工
事
費
の
増
大
、工
期
の
遅
れ
、さ
ら
に
は
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
オ
ー
ナ
ー
が
買
収
さ
れ
る
な
ど
課
題
の
多
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。最

終
的
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。学
ん
だ
こ
と
も
多
い
案
件
で
し
た
が
、後
に
社
長
と
し
て
こ
の
鉱

山
の
権
益
売
却
を
意
思
決
定
し
ま
し
た
。
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1
8
年
の
暮
れ
に
は
、カ
ナ
ダ
の
テ
ッ
ク
リ
ソ
ー

シ
ズ
社
が
保
有
す
る
、ケ
ブ
ラ
ダ・ブ
ラ
ン
カ
銅
鉱
山（
チ
リ
）フ
ェ
ー
ズ
2
プ
ロ

ジ
ェ
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ト
の
パ
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ト
ナ
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シ
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プ
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接
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に
、バ
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へ
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き
ま
し
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。な
ん
と
か
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画
権
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取
り
、プ
ロ
ジ
ェ
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ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ

の
た
め
に一泊
五
日
で
チ
リ
の
現
地
へ
。現
在
、開
発
工
事
は
終
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に
差
し
掛

か
っ
て
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り
、既
に
試
験
操
業
レ
ベ
ル
な
が
ら
銅
精
鉱
も
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。周
辺
探
鉱
で
新
た
な
資
源
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、事
業
の
拡
大
、鉱
山

寿
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の
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を
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す
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を
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製
錬
所
で
生
産
さ
れ
る
銅
製
品
は
規

格
も
揃
っ
て
い
ま
す
が
、上
流
の
鉱
山
は

様
々
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
持
ち
、産
出
さ
れ

る
精
鉱
も
そ
の
個
性
は
バ
ラ
バ
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で
す
。私

た
ち
が
日
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使
って
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銅
製
品
の
由
来
に

は
、長
い
物
語
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。

別子銅山「歓喜坑」

モレンシー銅鉱山

SDGs

実
現
に
向
け
て

人
類
が
安
定
し
て
こ
の
世
界
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
２
０
３
０
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
具
体
的
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
。
銅
業
界
が
い
ま
取
組
ん
で
い
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
業
界
を
構
成
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ご
と
に
紹
介
し
た
い
。

3 　非鉄金属業界の動向を伝える場として東京千代田区・科学技術館4階に常設展示
している「メタルファクトリー」でも、こうした動きを反映し、このほど新たな展示として
「クイズカーボンハンター」が登場した。
　このクイズはカーボンニュートラル社会実現のために使われている非鉄金属につ
いてデジタルパネルを操作し、楽しみながら学べるコーナーとなっている。
　日本鉱業協会のSDGsに向けての活動は、幅広くその輪を広げている。

「メタルファクトリー」の新しい展開

2 　この基本方針を実現するために、協会内に「カーボンニュートラル推進委員会」と
「革新的技術開発ワーキンググループ」を設置。協会会員である非鉄大手企業8社
に加え、学識経験者、経済産業省資源エネルギー庁、独立行政法人エネルギー・
金属鉱物資源機構などが参加し議論を重ねている。現在では非鉄金属各社が作っ
ている製品がどういうカーボンフットプリント（製品のライフサイクル全体を通した
CO₂排出量）になっているかを調査する研究会も鋭意活動中である。
　この活動を踏まえ、「カーボンニュートラル」実現のため5つの対策領域と22のテー
マを挙げ、そのテーマの中から優先して取り組む3つのテーマを設定している。それが

1.バイオ、廃プラ等脱炭素に資するエネルギー源を利用した非鉄金属
リサイクル促進技術の開発

2.製錬所等における徹底した省エネ実現のための熱電素子、新エネル
ギーストレージ材料等の開発

3.非鉄金属リサイクルを念頭に置いたマテリアルフロー分析(ＭＦＡ)と
ライフサイクル・アセスメントのデータベース確立と発信である。

優先すべき3つのテーマ

1 　SDGs社会の実現に向けて各産業界ではさまざまな取り組みが鋭意実施されはじめ
ている。
　日本鉱業協会では、SDGs社会実現への第一歩として、非鉄金属の果たす大きな
役割を認識し、社会的課題となっている「カーボンニュートラル」実現のため施策に
積極的にまい進している。
　そのひとつが2021年6月「2050年カーボンニュートラル実現に向けた非鉄金属業
界の取り組みについて」と題した基本方針の策定である。その大要は、非鉄金属業界
のこれからとして、資源の開発やリサイクルに積極的に取り組み、「カーボンニュー
トラル」に欠くことのできない非鉄金属材料の安定供給を通してSDGsに寄与していく
ということである。なお、2050年に向けた中途目標として、産業部門における2030年
度のCO₂排出量を2013年度比で38％削減することを掲げている。

非鉄金属の果たす大きな役割

日本鉱業協会における
カーボンニュートラル社会に向けての活動〈 〉

メタルファクトリーの展示に<カーボンハンター>が新登場
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